Shunga and Costume by 鈴木 堅弘
春画と衣装















































































にかざる意識となり、祭礼の衣装、山鉾の装飾 造園の人工美、生活用品の虚飾まで、その意識にもとづいてつくられることになった。このような「かざり」 しての「風流」を考えるな ば 春画・艶本の形態そのも がすでに多く 飾りで満ちあふれ いる。江戸時代の春画は、贅を尽くした装丁から細密な多色刷りまで、艶摺、空摺など多様な技法を駆使した人工装飾で彩られている。　
そのほか、 「風流」の原義で忘れてはならないのは、 「風流」への

































































































































































図』を、菱川師宣が原題名のまま翻案したものである その挿絵は師宣風の筆致であるものの、絵 構図や内容は明板原本とほぼ同一であり、画図上部に詩文とそ 日本語訳が記されている。このことから日本版『 流絶暢図』は、明 後期 中国春画を日本語に翻訳するために、あるいは日本 同書の版木をつくるために摺られたといえよう。　
なお、明代後期の中国では、好色をテーマにした絵画が数多く描





















































































































































































































































の春画は減少して った。さらに注目すべき点は、春画のタイトルに「風流」を用いた絵師には偏りがある。この表から 西川祐信、鈴木春信、礒田湖龍斎などが「風流」の言葉を好んで使ったことがわかる。先に浮世草子の好色本に 題名 数多く見 れることを指摘したが 江戸時代の春画の題名も、浮世草子の盛行期同じ時期か、あるいは若干遅れるか ちで、 「風流」の題名が数多く付けられるようになった。　
それでは実際、江戸時代の浮世絵師は「風流」を意識して春画を



















































































































































こうしたことを踏まえて、 「 画」と「風流」 関係について考
えるならば 少なくとも江戸時代の春画においては、師宣、重政、春章の序文が記すように、 「好色なるもの」と「風流なるもの」を重ね見る意向が含まれていた いえよう。さらに、もう一歩進めて考えれば、そ 性愛表現の背後 は、色道を 画や文学の俎上へ意欲的に引き上げ 文人趣味の風流観が横たわっていたといえるだろう。　
ただこうした感覚は、江戸や上方の都市社会なかで書物を通じて







なかだけに見られたわけではない。この言葉は、浮世絵師たちが活躍した時代にはすでに庶民の誰もが知っていた用語であり、春画以外にも絵本類、俳諧集、狂言本などに多用されていた。しかもこの言葉は「好色」のみならず 「みやび」 「かざり」 「わび」 「さび」など、ひじょうに広い意味を含ん い 。そこで、浮世絵師 ち その時代のもっとも新鮮 話題や風俗を描くことを旨としていた めに、つねに市井に流行る言葉や文物をいち早 捉える必要があっ 。このことについて、英一蝶が「四季絵辞」のなかで次 ように記している。






































































滑な人物表現が醸し出す「おかしさ」を「風流」としてとらえている。もちろん、当時の浮世絵師たちがこの感覚を意識しないわけがな 。江戸時代においては、気の利いた「見立て」や機知に富んだ「洒落」もまた「風流」であり 彼らが俳諧におい へたな洒落を詠めば風流がないと罵られ 浮世絵において上手な を描けば風流として褒め称えられたであろう。こうした み の表
現ができるか、できないか、そこに江戸人なりの美学があり、 「風流」とは、機知に富んだ「お しみ」を「歌」や「絵」で表現する行為そのもの あったといえよう。　
ならば、色事の「おかしみ」を描く春画は、浮世絵師たちにとっ







































































































































































































































































































































































































































































































に、これらすべて 版本が「八文字屋」から出版されている。このことから、上方にお ても、有名絵師西川祐信と大手版元八文字屋八左衛門が組み、出版メディア ら市井の流行ファッションをリードしていったといえよう。　
こうしたことを踏まえて、あらためて春画に衣装が描かれた理由












































家紋の入っ 衣装を身につけた三味線の師匠が、古中に「撫子」の振袖を着 弟子の娘 手を出す場面が描かれている
〔図
（（〕。ほかにも「面高」 「姥桜」 「朝顔」 「牡丹」などの画題がみ
られ、草花のモチーフと人物の衣装模様 関連づけている。　
こうした草花を画趣とした春画は、ほかにもいくつか存在す











































































































はそ 数を急激に減らし、その後、ふた び盛況を取り戻すという傾向がみられる。いずれにせよ春画では、 「桜」の模様は、十八世紀を通してつねに描かれており、とく 浮世絵春画の黎明期から描かれ続けた定番の衣装模様といえよう。　［鹿子］　次に、 「鹿子」の模様に注目してみたい。 「鹿子」とは、絞り染め












































































































































































































































れており、祐信の春画に描かれた女性衣装の約一割がこの模様である。その次に多 ったのが「梅」 で 七 いた。その次が「菊」の模様で十六図 ていた。　
このことから西川祐信の春画では、男性衣装には「縞」や 菱
などの抽象的な柄模様が多く 一方、女性衣装 は「桜」 「梅」
















よび、政信が春画においてこの模様をとくに好ん 描いていたことがわかる。なお、政信の春画に 歌舞伎の演目など 趣向を用絵が多いため 石畳模様の衣装が特定 役者 示す記号として描かれたと考えられ　
一方、女性衣装に関しては、全体にばらつきがあるものの、 「光




ては総数百四十一図を分析した。そこで男性衣装で最も多かったのが「幾何模様」である。この模様は細かい柄や小さな意匠を衣装全体に散らしたもので、二十九図に描かれていた。その次に多かったのが「縞模様」で、二十 図に描かれてい こ から、春章は春画の男性衣装に関 て抽象的な柄模様 好んで描いたといえる。　
一方、女性衣装に関しては、こちらもばらつきがあるものの、







この模様は全体の十四図にみられ、重政の好きな模様であったことがわかる。その次に多かっ のが「流水に面高」の模様で、全体の九図に描 れていた。ほかに 重政は春画の女性衣装に「撫子」「蝶」 「紅葉」 「菊」などの草花模様を数多く描いており、春章のようなストイックな女性衣装 あまり描かな　［喜多川歌麿］　最後に、喜多川歌麿にもふれておきたい。この絵師の春画につい










































































男根を示し おり、男女の桜模様の振袖が色に目覚める若者の初々しい感情 表 。　
そのほか、 「撫子」の衣装見立てにも注目したい。 「撫子 は古来












































































































































は一見しただけ はごく普通の庶民のように見える。ところが書き入れを読むと、この男女が安珍と清姫であることがわかる。となれば、画中の水面は安珍に見捨てられた が怒り狂う蛇体となって渡った日高川である。この春画 「道成寺物語」 趣向を取り入れたものであり、女性の衣装に「三つ
　」の模様が描かれていること













に誘うが、ここ 注目したいのは女性 衣装である。その衣装には「輪宝」の模様が描かれている。そこで「天狗」と「輪宝」といえば『是害房絵巻』の説話を思い出さずに いられないだろう こ説話は、中国から是害房 いう天狗 日本へ渡ってきて、日本の高僧と次々に対決する話である。 物語のなかで「輪宝」は 是害房が余慶という僧と争う場面で描かれる。高僧の呪術で現れた「輪宝」がこの天狗めざして飛来してく 場面は絵巻物 画化されており
〔図
（（〕、おそらく勝川春好は、天狗と一戦を交える女
性を是害房と輪宝が相まみえる場面 見立てて、女性の衣装に「輪宝」の模様を描いたといえよう。ここでは、古い時代の説話が春画のなかにもしっかり 溶け込んでおり その見立 解く鍵が女性の衣装に隠されていたのである。　
最後に、春画に描かれた布団の模様にも注目してみたい。江戸時








































を意識していたからである。 「風流」とい ば、優雅で高貴な概念に思われがちである 、そこには好色性を多分に含み さら 日本文化独特の「かざり」 意識が見え隠れしている。この「風流」を母体とした「かざり」の意識こそ、春画に衣装を かせた理由のひとつである。　
そして二点目の理由は、江戸時代 春画には新たな流行を生み出
すファッション誌 ての機能 あったからである このことは春

















い生命力に富み」 「人間の本能に結びついているもの」 「近代がそれを虐待してきた」ということである。この本質は、どこか人間の性の営みを表 いるかのよ である。何かをかざる意識も、男女が惹かれ合う意識も、じつにエネルギッシュで、人を惑わす魅惑を秘めている。その 味でも「性愛」と「かざり」は重なり合い、しかも、このふたつの情熱は春画の世界で り固く結ばれていく。　
むろん、この「性愛」と「かざり」は「風流」という概念を母体



























































































































































































































































代の春画を網羅的に収集してい ため嗜好の偏りが少な とされている。とはいえ、絵師 よっては五作品に満たない数量しか所蔵れてないこ があり その場合は五作品以下でも分析の対象に加えた。
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のなかで「小袖・振袖の模様には、女性男性 区別はあまりなく、振袖と小袖の区別そのもの ほうが重要であった」 （一二五頁）と指摘している。
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